
【資料 1】 

富良野市の健全化判断比率（令和６年度） 

1. 健全化判断比率の状況 

 富良野市 早期健全化基準（市町村） 財政再生基準（市町村） 

実質赤字比率 

・ 一般会計等の実質赤字の比率 

－ 

（赤字なし） 

財政規模に応じ 11.25～15% 

（富良野市：13.61%） 
20% 

連結実質赤字比率 

・ 全ての会計の実質赤字の比率 

－ 

（赤字なし） 

財政規模に応じ 16.25～20% 

（富良野市：18.61%） 
30% 

実質公債費比率 

・ 公債費及び公債費に準じた経費の比重

を示す比率 

8.8% 25% 35% 

将来負担比率 

・ 地方債残高の他一般会計等が将来負担

すべき実質的な負債を捉えた比率 

26.1％ 350% － 

公営企業における資金不足比率 

・ 公営企業ごとの資金不足の比率 

（水道､下水､ワイン） 

－ 

（各々の会計において資金不足なし） 
20% － 



2. 健全化判断比率における各指標について 

 

(1) 実質赤字比率（総括表②） 

（千円） 

一般会計等の実質赤字額（△264,926） 

実質赤字比率 ＝ ＝ △ 3.09%（△負の値は黒字を示す） 

標準財政規模（8,556,140） 

 

 

 

 

 

 

(2) 連結実質赤字比率、資金不足比率（総括表②、2①表） 

 

 

（千円） 

一般会計･特別会計の実質収支、企業会計の資金不足（剰余）額の合計（△1,829,066） 

全会計において黒字 【水道､下水、ワイン 各会計において資金不足なし】 

連結実質赤字比率 ＝ ＝ △ 21.37% 

 

標準財政規模（8,556,140） （△負の値は黒字を示す） 

  

2①表 1①表、1②表 

総括表② 

総括表② 

標準税収入額 3,527,205 

普通交付税額 5,008,367 

臨時財政対策債発行可能額 20,568 



(3) 実質公債費比率（総括表③） 

 

3 ヵ年平均値 ： 8.8%  （令和４年度：8.83470%、令和５年度：9.13292%、令和６年度：8.66729%） 

 

参考（下記数式は令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

（千円） 

1,249,996＋277,319 ＋ 64,497 ＋ 146,183 ＋   0   －（ 197,717 ＋ 104,433  ＋  765,015  ＋  5,039  ） 

  ＝ 8.66729% 

標準財政規模（8,556,140）－（ 104,433  ＋   765,015  ＋  5,039  ） 

 

 

 

 

 

 

  

①元利償還

金の額 

④公営企業

の地方債償

還に充てた

繰出金 

⑤組合等の

地方債償還

に充てた負

担金 

⑥公債費

に準ずる

債務負担

行為 

⑦ 一 時

借 入 金

利子 

⑨事業費補正

により基準財

政需要額に算

入された公債

費 

⑩災害復旧

費等に係る

基準財政需

要額 

⑪ 密 度 補 正

に よ り 算 入

さ れ た 準 元

利償還金 

⑩災害復旧費

等に係る基準

財政需要額 

⑨事業費補正に

より基準財政需

要額に算入され

た公債費 

⑪ 密 度 補 正

に よ り 算 入

さ れ た 準 元

利償還金 

3③A 表 
3②表、3②A 表 

3②E 表、3②F 表 

⑧ 特 定 財 源

の額 

3③A 表 



(4) 将来負担比率（総括表④） 

 

 

 

 

 

（千円） 

15,225,055＋1,580,222＋ 2,134,728＋ 193,223＋ 2,393,889  －（6,663,603＋ 1,924,707＋10,931,832） 

 ＝    

標準財政規模（8,556,140）－ 算入公債費等の額（874,487） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①地方債現

在高 

②債務負担

行為に基づく

支出予定額 

③公営企業

債等繰入見

込額 

④組合等負

担等見込額 

⑤退職手当

負担見込額 

総括表③の⑨､⑩､⑪ 

⑦充当可能

基金 

4②表 

⑧充当可能

特定歳入 

４⑨A 表 公住使用料 

４⑨B 表 都市計画税 

４⑨C 表 債務負担特財 

 

⑩基準財政

需要額算入

見込額 

4①表 4④表 4⑤表 4⑧表 
4⑩表 

26.1% 


